
  

 

   

 

 

 

 

 

那須塩原市とＪＲ東日本栃木事業本部が 

関係人口の創出を目的とする包括連携協定を締結します 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

１． 協定締結日 

2026 年７月３０日（木）  

 

２．有効期間 

協定締結の日から 2029 年 3 月 31 日（土）まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 0 2 6 年 ７ 月 ２ ３ 日 

那 須 塩 原 市 

東日本旅客鉄道株式会社 
 

那須塩原市における「関係人口の創出」イメージ（生成 AI を活用） 

 栃木県那須塩原市（市長：渡辺美知太郎）と JR 東日本栃木事業本部（事業本部長：北野谷伸一）は、関

係人口の創出を目的として、相互に連携・協力を進めるための協定を 2026 年７月 30 日（木）に締結

いたします。 

 この協定は、人口減少が進む中、那須塩原市が策定するパーパス「好きを、編む。」をもとにした取り組

みと、JR 東日本グループの地域共創に関する取り組みの方向性が一致し、双方の知見やネットワークを

活用して地域と継続的に関わる関係人口を創出することを目的に締結するものです。 



  

 

３． 協定締結の目的 

那須塩原市および JR 東日本栃木事業本部が相互に連携・協力し、双方の有する知見・ノウハウを有効に活用

した継続的かつ実効性のある取り組みを推進することにより、関係人口の創出を図ります。 

 

４． 協定締結の背景と意義 

人口減少の加速により地域の担い手不足が深刻化するなか、地域を持続的に発展させていくための解決策と

して「関係人口の創出」が全国的に注目を集めており、「関係人口の創出」を促進するための新たな取り組みが期

待されています。 

那須塩原市では市誕生 20 周年（2025 年）を機に、地域に関わるすべての人々と共有するパーパス「好きを、

編む。」*1 を策定。那須塩原に関わる誰もが主語となり、それぞれの好きを編み合わせることで自分らしく生きら

れる場所を目指す宣言であるこのパーパスをもとに、「関係人口の創出」に向けたまちづくりを推進しています。

また、JR 東日本グループはこれまで、鉄道ネットワークや物流サービス、デジタル技術を活用した地域共創ビジ

ネスを展開し、関係人口の創出や新たな価値創出に向け取り組んできました。 
 こうした両者が連携・協力することにより、都市部に住む方々が「那須塩原市に行きたくなる」、「那須塩原市と

関わりたくなる」、「那須塩原市に住みたくなる」ための取り組みを実現していきます。 

 

５． 連携事項 

（1） 「那須塩原市に行きたくなる」ための取り組み（地域プロモーションなど） 

（2） 「那須塩原市と関わりたくなる」ための取り組み（二地域居住・移住定住の促進など） 

（3） 「那須塩原市に住みたくなる」ための取り組み（DX による生活利便性の向上など） 

※詳細は別紙 

■関係人口創出プロジェクト「行き先は、わたし」の始動 

那須塩原市が JR 東日本グループと協力して進めている、都市部と那須塩原市の間で、人やモノの移動

を増やす取り組みをとおし、関係人口の創出をめざすプロジェクトです。那須塩原で「自分がいきる暮らし」

の実現に取り組む方々を増やします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

「行き先は、わたし」キービジュアル 那須塩原市パーパス「好きを、編む。」 



  

 

（別紙） 

■連携事項について 

（１）「那須塩原市に行きたくなる」ための取り組み（地域プロモーションなど） 

「那須塩原市に行きたくなる」方を増やすために、那須塩原市の魅力を知って頂くことを目的として、産直 

市の開催などを通じて地産品の発信や交流機会を創出するほか、それにあわせた列車荷物輸送サービス「は 

こビュン」を活用したプロモーションを実施します。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

（２）「那須塩原市と関わりたくなる」ための取り組み（二地域居住・移住定住の促進など） 

「那須塩原市と継続的に関わりたくなる」方を増やすために、二地域居住の魅力を高めることを目的とし

て、「住まい」「なりわい」「コミュニティ」の各側面から二地域居住の実践を支援します。那須塩原市を舞台に

した、都市部から行き来する新たなライフスタイルの魅力を高め、二地域居住への関心層の拡大を図りなが

ら、将来的な移住定住や地域活性化につながる取り組みを展開してまいります。 

具体的には、那須塩原市が進める「おてつたび」*2 施策との連携、都市部の副業・兼業人材の活用促進、

人々が交流して新たな活動を生み出す拠点の整備、最終的な若年層の移住をめざした JR 東日本の会員向

けサービス「大人の休日倶楽部」*3 の会員を主な対象にしたお試し移住の取り組み等を進めてまいります。 

 

 

 
 

 

 

（３）「那須塩原市に住みたくなる」ための取り組み（DX による生活利便性の向上など） 

   「那須塩原市に住みたくなる」方を増やすために、地域における生活利便性の向上を目的として、最適な地

域交通の実現と行政・生活分野の DX を推進します。具体的には、マイナンバーカードやふるさと住民登録

制度と連携した交通費助成や各種申請のオンライン化など、移動と生活をシームレスにつなぐ「ご当地

Suica*4」活用の議論を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おてつたび 大人の休日倶楽部 



  

 

【ご当地 Suica 機能の一例】 

 
 

*1:パーパス「好きを、編む。」とは、今後の市政運営や各種アクションの最上位概念に位置付け、全ての動きの目的となるものです。那須塩

原に関わる全ての人が主語となり、様々な「好き」を編むことで、もっと那須塩原に行きたい、住みたいと思っていただけるような商品

や体験が生み出されていくような活動を行っていきます。 

*2:おてつたびとは、地域に興味のある旅人と事業者の短期人材の直接雇用を行うマッチングサービスです。直近の課題である人手不足

解消を出発点として、採用という出会いを活かした関係人口創出やファンづくりを目指しており、令和８年度から那須塩原市において

事業者に対する補助を開始します。 

*3:「大人の休日倶楽部」は、50 歳からの旅と暮らしを応援する、JR 東日本の会員向けサービスです。  

大人の休日倶楽部サイト： https://www.jreast.co.jp/otona/  

*4:ご当地 Suica とは、モバイル Suica とマイナンバーカードを連携することにより、「Suica」と「MaaS（Mobility as a Service）」

と「生活サービス」を一体化し、通常の Suica サービスに加え、地域に最適化された MaaS と生活サービスが利用できる、地域に根差

した Suica です。ご当地 Suica により、地域にお住まいの皆さまにとっての生活コスト低減、地域外から来訪される皆さま（関係人

口等）にとっての新たな利便性の創出、自治体にとっての行政コスト低減、地域企業にとっての持続的成長といった「四方良し」の地方

創生を実現します。 

 

■参考：両者の関係人口創出の取り組み 

＜那須塩原市＞ 

那須塩原市では、移住定住促進と地域ブランディングの強化として、パーパス「好きを、編む。」を軸に、パーパ

スの普及やイベントへのブースの出展など、認知度向上に向けた取り組みを進め、全国的に人口減少が続く中、

本市では８年連続転入超過を実現しました。また、2026 年度には、お手伝いと旅を組み合わせた人材マッチン

グサービス「おてつたび」との連携を開始し、市民だけでなく主に都市部在住の人々とのつながりを築き、新たな

人の流れと価値を生み出す「関係人口の創出」も推進しております。 

 

＜JR 東日本グループ＞ 

 JR 東日本グループは、グループ経営ビジョン「勇翔 2034」で掲げるライフスタイル・トランスフォーメーション

の実現を目指しています。その中で、二地域居住等の促進を通じて都市と地方の人の流れを拡大し、関係人口、

さらに定住人口の創出に繋げることを目指し、2026 年度は JAL、青森県・秋田県・山形県の 6 市町と連携した

「東日本、二地域暮らし」を進めています。 


